
(57)【要約】

【課題】吸引管を太くすることなく、吸引時の内容物等

によって圧力損失が変動する場合でも、一定の吸引圧に

よる安定した吸引を行う。

【解決手段】被観察体内の内容物を吸引する吸引管１４

、この吸引管１４に吸引圧を与える吸引ポンプ装置８を

含む内視鏡１１の吸引制御装置において、吸引管１４の

吸引圧を測定する圧力センサ２０を、内視鏡挿入部先端

の吸引口に近づけるために操作部１１Ｂ内に、例えば吸

引操作バルブ（シリンダ）１３に設けると共に、接続管

１７ｂに、吸引圧を可変調節するスロットルバルブ２５

を設け、コントローラ２３では、圧力センサ２０にて得

られた検出値に基づいてスロットルバルブ２５を駆動し

、吸引管１４の吸引圧が一定となるように調節する。こ

れにより、吸引量を増やした安定した吸引動作が行われ

る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 先 端 か ら 被 観 察 体 内 の 内 容 物 を 吸 引 す る た め に 内 視 鏡 に 配 置 さ れ た 吸 引 管 と 、 こ
の 吸 引 管 に 吸 引 圧 を 与 え る 吸 引 ポ ン プ と 、 を 含 む 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 に お い て 、
　 上 記 内 視 鏡 内 の 吸 引 管 に 取 り 付 け ら れ 、 こ の 吸 引 管 の 吸 引 圧 を 測 定 す る 圧 力 セ ン サ と 、
　 上 記 吸 引 ポ ン プ か ら 与 え ら れ る 吸 引 圧 を 可 変 調 節 す る 吸 引 圧 調 節 手 段 と 、
　 上 記 圧 力 セ ン サ に て 得 ら れ た 検 出 値 に 基 づ き 上 記 圧 力 調 節 手 段 を 駆 動 す る こ と に よ り 、
上 記 吸 引 管 の 吸 引 圧 を 調 節 す る 制 御 回 路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 吸 引 制 御
装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 圧 力 セ ン サ は 、 内 視 鏡 操 作 部 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 吸
引 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 圧 力 セ ン サ は 、 吸 引 操 作 を 行 う た め に 内 視 鏡 操 作 部 に 配 置 さ れ た 吸 引 操 作 バ ル ブ 部
に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 、 特 に 内 視 鏡 観 察 中 に 被 観 察 体 内 の 内 容 物 を 挿 入 先 端 か
ら 吸 引 管 に よ っ て 吸 引 す る 装 置 で 、 安 定 し た 圧 力 で 吸 引 を 実 行 す る た め の 構 成 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ３ に は 、 従 来 の 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に 、 内
視 鏡 １ は 、 被 観 察 体 内 へ 挿 入 さ れ る 挿 入 部 １ Ａ 、 送 気 ／ 送 水 操 作 バ ル ブ ２ や 吸 引 操 作 バ ル
ブ ３ 等 を 有 す る 操 作 部 １ Ｂ 、 光 源 装 置 等 に 接 続 す る た め の ケ ー ブ ル 部 １ Ｃ か ら な る 。 そ し
て 、 こ の 内 視 鏡 １ の 内 部 に は 、 挿 入 部 １ Ａ の 先 端 か ら ケ ー ブ ル 部 １ Ｃ の コ ネ ク タ 部 １ Ｄ ま
で 吸 引 管 ４ が 配 設 さ れ 、 こ の 吸 引 管 ４ の 挿 入 部 １ Ａ 側 は 、 操 作 部 １ Ｂ に 配 置 さ れ た 処 置 具
導 入 管 ５ に 連 結 さ れ て お り 、 挿 入 部 １ Ａ 側 の 吸 引 管 ４ は 、 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル と し て も
機 能 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 内 視 鏡 １ 内 の 吸 引 管 ４ （ ケ ー ブ ル 部 １ Ｃ 側 ） に は 、 接 続 管 ６ を 介 し て 吸 引 タ ン ク ７
が 接 続 さ れ る と 共 に 、 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ が 接 続 さ れ て お り 、 こ の 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ に は 、
吸 引 圧 を 測 定 表 示 す る 圧 力 計 ８ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 吸 引 制 御 装 置 に よ れ ば 、 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ を 動 作 さ せ 、 吸 引 操 作 バ ル ブ ３ を
押 し 操 作 す る こ と に よ り 、 吸 引 管 ４ に 吸 引 圧 （ 負 圧 ） が 与 え ら れ 、 挿 入 部 １ Ａ の 先 端 か ら
吸 引 管 ４ を 通 し て 被 観 察 体 内 の 汚 物 等 の 内 容 物 を 吸 引 す る こ と が で き 、 こ の 内 容 物 は 吸 引
タ ン ク ７ に 貯 留 さ れ る 。 そ し て 、 上 記 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ で は 、 当 該 装 置 ８ で の 吸 引 圧 が 圧
力 計 ８ ａ に て 測 定 さ れ 、 表 示 さ れ て お り 、 こ の 表 示 に て 現 在 の 吸 引 圧 を 確 認 す る こ と に よ
り 、 吸 引 圧 の 設 定 （ 例 え ば 、 － ５ ０ キ ロ パ ス カ ル の 負 圧 ） を 行 う こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ ‐ １ ４ ８ １ ０ ９ 号 公 報 （ 最 後 に 添 付 し て い ま す ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の 内 視 鏡 １ で 吸 引 す る 被 観 察 体 内 の 内 容 物 は 、 密 度 や 粘 度 等 が 異 な
る 各 種 の 物 質 か ら な り 、 半 固 形 状 の も の も 含 ま れ る こ と 、 そ し て 吸 引 管 ４ が 、 曲 げ 自 在 と
な る 挿 入 部 １ １ Ａ や ケ ー ブ ル 部 １ １ Ｃ に 通 さ れ か つ 比 較 的 長 い こ と か ら 、 吸 引 時 の 圧 力 損
失 が 一 時 的 に 大 き く な っ た り し て 変 動 し 、 常 に 一 定 の 吸 引 圧 に よ る 安 定 し た 吸 引 動 作 を 行
う こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 従 っ て 、 こ の 場 合 に は 、 吸 引 量 が 一 定 と な ら ず 、
吸 引 処 理 を 迅 速 に 行 う こ と が で き な か っ た 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 に お い て 、 こ の よ う な 吸 引 圧 の 低 下 を な く す た め に 、 例 え ば 上 記 吸 引 管 ４ を 太 く （
内 径 を 大 き く ） す る こ と が 考 え ら れ る が 、 吸 引 管 ４ を 太 く す る こ と は 、 内 視 鏡 の 細 径 化 の
妨 げ の 要 因 と な り 、 採 用 し 難 い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 吸 引 管 を 太 く す る こ と
な く 、 吸 引 時 の 内 容 物 等 に よ っ て 圧 力 損 失 が 変 動 す る 場 合 で も 、 一 定 の 吸 引 圧 に よ る 安 定
し た 吸 引 を 行 う こ と が で き る 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 挿 入 部 先 端 か ら 被 観 察 体 内 の 内 容 物 を
吸 引 す る た め に 内 視 鏡 に 配 置 さ れ た 吸 引 管 と 、 こ の 吸 引 管 に 吸 引 圧 を 与 え る 吸 引 ポ ン プ と
、 を 含 む 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 に お い て 、 上 記 内 視 鏡 内 の 吸 引 管 に 取 り 付 け ら れ 、 こ の 吸
引 管 の 吸 引 圧 を 測 定 す る 圧 力 セ ン サ と 、 上 記 吸 引 ポ ン プ か ら 与 え ら れ る 吸 引 圧 を 可 変 調 節
す る 吸 引 圧 調 節 手 段 と 、 上 記 圧 力 セ ン サ に て 得 ら れ た 検 出 値 に 基 づ き 上 記 圧 力 調 節 手 段 を
駆 動 す る こ と に よ り 、 上 記 吸 引 管 の 吸 引 圧 を 調 節 す る 制 御 回 路 と 、 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 。
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 圧 力 セ ン サ を 、 内 視 鏡 操 作 部 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 圧 力 セ ン サ を 、 吸 引 操 作 を 行 う た め に 内 視 鏡 操 作 部 に 配 置 さ れ
た 吸 引 操 作 バ ル ブ 部 に 取 り 付 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 操 作 部 に 配 置 さ れ た 圧 力 セ ン サ に て 内 視 鏡 内 吸 引 管 の 吸 引 圧 が 検
出 さ れ 、 こ の 検 出 値 が 制 御 回 路 に 供 給 さ れ る こ と に な り 、 こ の 制 御 回 路 は 、 圧 力 調 節 手 段
と し て の 例 え ば ス ロ ッ ト ル バ ル ブ を 駆 動 さ せ 、 吸 引 管 の 吸 引 圧 が 一 定 と な る よ う に 、 バ ル
ブ の 開 口 量 を 調 節 す る 。 従 っ て 、 吸 引 管 に お い て 内 容 物 の 状 況 に よ り 圧 力 損 失 が 変 動 す る
場 合 で も 、 一 定 の 安 定 し た 吸 引 圧 を 維 持 す る こ と が で き る 。
　 上 記 圧 力 セ ン サ は 、 挿 入 先 端 部 の 吸 引 管 先 端 側 に 近 づ け る 程 、 吸 引 管 や 吸 引 の 内 容 物 に
よ る 圧 力 低 下 ・ 損 失 を 小 さ く で き る こ と か ら 、 可 能 な 限 り 先 端 部 側 に 配 置 す る こ と が 好 ま
し く 、 請 求 項 ２ で は 、 圧 力 セ ン サ の 配 置 の 容 易 化 も 考 慮 し て 操 作 部 に 配 置 す る よ う に し て
い る 。
　 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 操 作 部 内 の 構 造 体 へ の 取 付 け が 容 易 に な る と 共 に 、 管 路 の 洗
浄 も 行 い 易 く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 に よ れ ば 、 吸 引 時 の 内 容 物 に よ り 又 は 曲 げ 自 在 と な る 比
較 的 長 い 内 視 鏡 に 吸 引 管 が 配 置 さ れ る こ と に よ り 、 圧 力 損 失 が 一 時 的 に 大 き く な っ た り し
て 変 動 す る 場 合 で も 、 一 定 の 吸 引 圧 に よ る 安 定 し た 吸 引 動 作 を 行 う こ と が で き 、 吸 引 管 を
太 く す る 必 要 も な い の で 、 内 視 鏡 の 細 径 化 を 妨 げ る こ と が な い と い う 効 果 が あ る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ ， ３ に よ れ ば 、 圧 力 セ ン サ を 操 作 部 以 外 に 取 り 付 け る 場 合 と 比 較 す る と
、 圧 力 セ ン サ の 取 付 け が 容 易 と な り 、 ま た 圧 力 セ ン サ 取 付 け 部 の 管 路 の 洗 浄 も 行 い 易 い と
い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に は 、 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 の 構 成 が 示 さ れ て い る 。 こ の 図 １ に 示 さ
れ る よ う に 、 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） １ １ は 、 被 観 察 体 内 へ の 挿 入 部 １ １ Ａ 、 送 気 ／ 送 水 操 作
バ ル ブ １ ２ や 吸 引 操 作 バ ル ブ １ ３ 等 を 有 す る 操 作 部 １ １ Ｂ 、 例 え ば 光 源 装 置 に 接 続 す る た
め の 光 源 コ ネ ク タ １ １ Ｄ を 有 す る ケ ー ブ ル 部 １ １ Ｃ か ら な り 、 先 端 部 に Ｃ Ｃ Ｄ を 搭 載 し た
電 子 内 視 鏡 の 場 合 は 、 こ の ケ ー ブ ル 部 １ １ Ｃ は プ ロ セ ッ サ 装 置 に も 接 続 さ れ る 。 な お 、 上
記 光 源 コ ネ ク タ １ １ Ｄ に は 、 光 源 装 置 か ら の 光 を 入 射 す る ラ イ ト ガ イ ド 入 射 端 １ ６ が 設 け
ら れ る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 内 視 鏡 １ １ の 内 部 に お い て 、 挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 （ 先 端 面 ） か ら ケ ー ブ ル 部 １ １ Ｃ
の 光 源 コ ネ ク タ 部 １ １ Ｄ ま で 吸 引 管 １ ４ が 配 設 さ れ 、 こ の 吸 引 管 １ ４ の 挿 入 部 １ １ Ａ 側 は
、 操 作 部 １ １ Ｂ に 配 置 さ れ た 処 置 具 導 入 管 （ 鉗 子 口 ） １ ５ に 分 岐 管 に て 連 結 さ れ て お り 、
こ の 挿 入 部 １ １ Ａ 側 の 吸 引 管 １ ４ は 、 吸 引 を 行 う と 共 に 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル と し て も 機
能 す る 。 即 ち 、 上 記 処 置 具 導 入 管 １ ５ か ら 処 置 具 を 挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 部 か ら 被 観 察 体 内
へ 導 き 、 こ の 処 置 具 に よ っ て 各 種 の 処 置 が 行 え る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ １ 内
の ケ ー ブ ル 部 １ １ Ｃ 側 の 吸 引 管 １ ４ に は 、 接 続 管 １ ７ ａ を 介 し て 吸 引 タ ン ク ７ が 接 続 さ れ
、 接 続 管 １ ７ ｂ を 介 し て 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ が 接 続 さ れ て お り 、 こ の 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ に 、
吸 引 圧 を 測 定 表 示 す る 圧 力 計 ８ ａ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 実 施 例 の 内 視 鏡 １ １ で は 、 そ の 操 作 部 １ １ Ｂ 内 の 吸 引 操 作 バ ル ブ １ ３ に 、 吸 引
管 １ ４ の 吸 引 圧 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ ２ ０ が 設 け ら れ 、 こ の 圧 力 セ ン サ ２ ０ に は 、 信 号 線
２ １ 及 び コ ネ ク タ ２ ２ を 介 し て 吸 引 圧 を 制 御 す る コ ン ト ロ ー ラ （ 制 御 部 ） ２ ３ が 設 け ら れ
る 。 ま た 、 タ ン ク ７ と 吸 引 ポ ン プ 装 置 ８ を 接 続 す る 接 続 管 １ ７ ｂ に 吸 引 圧 調 節 手 段 と し て
ス ロ ッ ト ル バ ル ブ （ 流 量 調 節 バ ル ブ ） ２ ５ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ２ ５
の 開 口 量 は 上 記 コ ン ト ロ ー ラ ２ ３ で 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に は 、 上 記 圧 力 セ ン サ ２ ０ を 設 け た 吸 引 操 作 バ ル ブ １ ３ の 構 成 が 示 さ れ て い る 。 図
２ （ Ｃ ） に 示 さ れ る よ う に 、 こ の 吸 引 操 作 バ ル ブ １ ３ は 、 操 作 ボ タ ン 部 ２ ７ ａ を 有 す る ピ
ス ト ン ２ ７ が 支 持 体 ２ ８ に 対 し 上 下 動 す る よ う に 配 置 さ れ 、 こ の ピ ス ト ン ２ ７ を シ リ ン ダ
３ ０ 内 に 挿 入 し 、 上 記 支 持 体 ２ ８ を 結 合 部 ３ １ に 取 り 付 け る よ う に な っ て い る 。 こ の 吸 引
操 作 バ ル ブ １ ３ で は 、 操 作 ボ タ ン 部 ２ ７ ａ の 押 下 に よ り ピ ス ト ン ２ ７ が 下 降 し 、 そ の 内 部
の 通 路 ２ ７ ｂ を シ リ ン ダ ３ ０ の 導 入 口 ３ ０ ａ と 導 出 口 ３ ０ ｂ に 連 通 さ せ た と き 、 吸 引 が 行
わ れ 、 操 作 ボ タ ン 部 ２ ７ ａ の 押 下 を 解 除 し て ピ ス ト ン ２ ７ が 上 昇 し 、 上 記 通 路 ２ ７ ｂ が 導
入 口 ３ ０ ａ と 導 出 口 ３ ０ ｂ と の 間 を 連 通 す る 位 置 か ら ず れ て 管 路 を 塞 い だ と き 、 吸 引 が 停
止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う な 吸 引 操 作 バ ル ブ １ ３ の シ リ ン ダ ３ ０ の 下 部 に 、 接 続 通 路 ３ ０ ｃ を 介 し て 圧 力
セ ン サ ２ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。 こ の 圧 力 セ ン サ ２ ０ と し て は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム 構 造 を 用 い て
負 圧 を 検 出 す る 超 小 型 の セ ン サ 等 が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 例 は 以 上 の 構 成 か ら な り 、 吸 引 操 作 バ ル ブ １ ３ が 押 下 操 作 さ れ 、 被 観 察 体 内 の 汚 物
等 の 内 容 物 を 吸 引 管 １ ４ か ら 吸 引 し て い る と き 、 こ の 吸 引 管 １ ４ の 吸 引 圧 （ 負 圧 ） が 圧 力
セ ン サ ２ ０ で 検 出 さ れ 、 こ の 検 出 値 は コ ン ト ロ ー ラ ２ ３ へ 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 こ の コ ン
ト ロ ー ラ ２ ３ は 、 密 度 や 粘 度 等 が 異 な る 物 質 を 吸 引 す る 場 合 や そ の 吸 引 状 況 に よ っ て 検 出
圧 力 が 下 が っ た （ 吸 引 力 が 弱 く な っ た ） と き に は 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ２ ５ を 開 く 方 向 へ 駆
動 し 、 逆 に 検 出 圧 力 が 上 が っ た （ 吸 引 力 が 強 く な っ た ） と き に は 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ２ ５
を 閉 じ る 方 向 へ 駆 動 す る こ と に な り 、 こ れ に よ っ て 、 吸 引 管 １ ４ で の 吸 引 圧 が 一 定 と な る
よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 結 果 、 従 来 の よ う な 圧 力 損 失 の 変 動 に よ る 影 響 を な く し 、 従 来 に 比 べ 吸 引 量 を 増 や
す こ と が で き 、 効 率 の よ い 安 定 し た 吸 引 動 作 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 吸 引 圧 が 一 定 の
圧 力 よ り も 高 く な ら な い （ 吸 引 力 が 強 す ぎ な い ） よ う に 制 御 で き る の で 、 挿 入 部 １ １ Ａ の
先 端 が 被 観 察 体 に 近 接 或 い は 接 触 す る よ う な 状 況 で も 、 被 観 察 体 に 悪 影 響 を 与 え る 可 能 性
が な い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ を 空 間 に 比 較 的 余 裕 が あ る 操 作 部 １ １ Ｂ の 吸 引 操 作 バ
ル ブ １ ３ に 取 り 付 け る の で 、 圧 力 セ ン サ ２ ０ の 取 付 け が 容 易 と な り 、 ま た 圧 力 セ ン サ ２ ０
の 取 付 け 管 部 （ 接 続 通 路 ３ ０ ｃ 等 ） を 吸 引 バ ル ブ １ ３ と 共 に 洗 浄 で き る と い う 利 点 が あ る
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。 し か し 、 挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 側 で の 実 際 の 吸 引 状 態 を 直 接 的 に 検 出 し 、 吸 引 の 安 定 性 と
効 率 を 更 に 高 め る 場 合 は 、 こ の 圧 力 セ ン サ ２ ０ を 、 操 作 部 １ １ Ｂ 内 の 更 に 先 端 側 、 或 い は
挿 入 部 １ １ Ａ の 先 端 側 に 配 置 す る よ う に す れ ば よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 の 吸 引 操 作 バ ル ブ と 圧 力 セ ン サ の 取 付 け 構 成 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は シ リ ン ダ
部 の 上 面 図 、 図 （ Ｂ ） は シ リ ン ダ 部 の 側 面 図 、 図 （ Ｃ ） は ピ ス ト ン 部 と シ リ ン ダ 部 を 分 離
さ せ た 状 態 の 一 部 断 面 （ Ｉ ‐ Ｉ 線 断 面 ） 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 吸 引 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ ， １ １ … 内 視 鏡 、 　 　 　 　 　 　 １ Ｂ ， １ １ Ｂ … 操 作 部 、
　 ３ ， １ ３ … 吸 引 操 作 バ ル ブ 、 　 　 ４ ， １ ４ … 吸 引 管 、
　 ８ … 吸 引 ポ ン プ 装 置 、 　 　 　 　 　 ２ ０ … 圧 力 セ ン サ 、
　 ２ ３ … コ ン ト ロ ー ラ （ 制 御 部 ） 、
　 ２ ５ … ス ロ ッ ト ル バ ル ブ （ 吸 引 圧 調 節 手 段 ） 、
　 ３ ０ … シ リ ン ダ 。
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